































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































られています。「米国清涼飲料協会」（Ｔｈｅ National Soft Drink Association)
によれば, 1970―77年にかけて890の工場が潰れたといわれ，「米国食


















































































































































































































































































































































































彼の基本戦略はＡ Break from the Past”（「過去からの離脱」），つまり1923
年から60年以上にわたり同社意思決定に君臨し続けたロバート・ウッドラ
フ時代の「保守的経営・専業経営からの脱皮」を意味し，コロンビア映画
会社の買収，ダイエット・コークやニュー・コークの発売など，積極的な
多角化経営が展開された。しかし，コカ・コーラ社は1980年代半ば以降，
長期負債の増加とともに経営路線を再び「本業回帰」に変更した。その中
心はボトラーの本格的再編にあり，本業の収益力を高めるためには従来の
小規模で非効率なボトラーを整理・集約していく必要があったからである。
そこで1986年，コカ・コーラ社はそれを実際に行っていく基幹ボトリング
会社（アンカー・ボトラー）として「コカ・コーラ　エンタープライゼズ」
（ＣＣＥ）を再生させ，アメリカ国内だけでなく世界中の小規模ボトラーを主
たる対象にして，その買収・再編を積極的に展開するようになった。さら
に，本業回帰の戦略の下では多角化経営は見直され，1982年に買収したコ
ロンビア映画会社は1989年にソニーに売却された。
　　　　　　　　　　　　　　　－92－
　コカ・コーラ社の発展過程を，ボトリング・フランチャイズ・システム
の歴史的展開との関連で整理すると，①ボトリング・システムの誕生とペ
アレント・ボトラーの形成期(189Ｏ一1910年代)，②ペアレント・ボトラー
の垂直統合・内部化による各地域ボトラーの集約促進期(192０一1960年代)，
③ＦＴＣとの係争中のため，ボトラーの集約中断期(1971－1980年)，④アン
カー・ボトラーによる世界規模での弱小ボトラーの本格的再編期(198Ｏ-
1990年代)の，以上４つに時期区分できる。新世紀を迎えたコカ・コーラ
社は，清涼飲料のワン・ウェイ化か支配的となってボトルの回収不要によ
り従来業務が半減するなか，今後どのようなボトラー戦略を展開するかが
注目されよう。
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－94－
－95－
－96－
